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■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.45

医師交代のお知らせ

旧　門 阪 薫 平 医師
１月４日より内科常勤医が替わります。

新　足 立 哲 平 医師
※足立医師も専門は消化器内科です。
※現在、門阪医師が担当している患者様につき
　ましては、１月４日以降、足立医師が引き続
　き担当させていただきます。
　　ご了承ください。

年末年始の業務について
　１２月２９日～１月３日は、外来診療を休
診いたします。ご了承ください。
　（ただし、救急医療を除く）

１２月
２８日 ２９日 ３０日 ３１日

○ 休 休 休

１月
１日 ２日 ３日 ４日

休 休 休 ○
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11
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
映
画
『
海
難

１
８
９
０
』
の
串
本
町
特
別
先
行
上
映

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
３
日
間
で
一
般
上
映
と
地
元
の

小
中
高
校
生
を
対
象
と
し
た
学
校
鑑
賞

と
合
わ
せ
て
計
７
回
の
上
映
が
行
わ
れ
、

３
，
４
１
４
名
の
方
に
映
画
『
海
難

１
８
９
０
』
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
の
午
後
の
上
映
会
に
は
、

田
中
光
敏
監
督
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、

田
嶋
町
長
と
串
本
で
行
わ
れ
た
撮
影
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
中
監
督
は
「
み
な
さ
ん
の
先
人
た

い
ち
早
く
町
民
の
皆
さ
ま
に
見
て
頂
く
た
め
に

映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
串
本
町
特
別
先
行
上
映
会

先行上映会には多くの方にお越し頂きました。

ち
が
残
し
て
く
れ
た
素
晴
ら
し
い
話
の

お
か
げ
で
、
こ
の
映
画
を
撮
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
に
出
て
い

た
だ
い
た
り
、
美
味
し
い
炊
き
出
し
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
串
本
の
み

な
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
。

　
田
嶋
町
長
は
「
映
画
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
手
紙
を
監
督
に
送
っ
て
か
ら
10

年
。
串
本
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
映

画
を
見
る
こ
と
を
本
当
に
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
の
生
存
者

を
ト
ル
コ
ま
で
送
還
し
た
日
本
軍
艦

「
比
叡
」
で
機
関
士
だ
っ
た
森
三
吉
さ

ん
に
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
贈

ら
れ
た
勲
章
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
吉
さ
ん
の
孫
で
広
島
大
学
名
誉

教
授
の
森
楙し

げ
る

　さ
ん
が
役
場
を
訪
問
し
、

田
嶋
町
長
に
勲
章
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
森
さ
ん
は
「
エ
号
の
乗
組
員
を
救
出

し
た
方
々
の
子
孫
に
勲
章
を
見
て
頂
け

る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。」
と
話

し
、
田
嶋
町
長
は
「
大
変
貴
重
な
勲
章

を
寄
贈
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い

ト
ル
コ
の
勲
章
を
町
に
寄
贈勲章を田嶋町長に手渡す森さん。

日
ト
友
好
の
海
を
照
ら
す

　
12
月
３
日
、「
日
本
ト
ル
コ
友
好

１
２
５
周
年
を
祝
う
巨
大
ト
ル
コ
ラ
ン

プ
を
作
る
会
」（
島
野
利
之
会
長
）
が

巨
大
ト
ル
コ
ラ
ン
プ
を
潮
岬
沖
の
海
底

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
巨
大
ト
ル
コ
ラ
ン
プ
は
日
本
ト

ル
コ
友
好
１
２
５
周
年
を
祝
う
と
と
も

に
映
画
『
海
難
１
８
９
０
』
の
全
国
公

開
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
串
本
町
の
地
場
産
業

育
成
お
よ
び
観
光
事
業
等
推
進
資
金
補

助
金
を
活
用
し
、
パ
ー
ツ
作
り
に
は
、

多
く
の
町
民
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

製
作
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ル
コ
ラ
ン
プ
を
設
置海中に設置されたトルコランプ

来場者に挨拶をする田中監督と田嶋町長。
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タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

が
１
９
８
５
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
邦
人

救
出
時
に
使
用
し
た
D
C
‐
10
型

機
の
デ
ザ
イ
ン
を
復
刻
し
た
機
体
を

K
U
S
H
I
M
O
T
O
号
と
命
名
し
、

就
航
を
開
始
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

11
月
30
日
に
成
田
空
港
で
到
着
式
典
、

12
月
３
日
に
は
、
関
西
空
港
で
就
航
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
田
空
港
で
の
式
典
に
は
、
タ
ー

キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
の
ア
フ

メ
ッ
ト
・
ハ
ル
ン
・
バ
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ク

副
社
長
を
は
じ
め
、
テ
ヘ
ラ
ン
邦
人
救

出
時
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
し

て
搭
乗
し
た
ア
イ
シ
ェ
・
オ
ザ
ル
プ
さ

ん
ら
、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
救
出
さ
れ
た
沼

田
凖
一
さ
ん
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
ア

フ
メ
ッ
ト
・
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
メ
リ
チ
大

使
、
田
嶋
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
。

　
式
典
で
バ
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ク
副
社
長
は

「
１
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
く
ト
ル
コ

と
日
本
の
友
好
に
寄
与
で
き
た
こ
と
を

非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
。

田
嶋
町
長
は
「
機
体
に
串
本
と
命
名
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
串
本
町
民
に

と
っ
て
、
大
変
名
誉
で
あ
り
感
謝
の
極

み
で
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
関
西
空
港
の
式
典
で
は
、
タ
ー

キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
の
ジ
ェ

ム
・
ア
ル
デ
ミ
ル
大
阪
支
社
長
、
東

映
株
式
会
社
の
有
川
俊
関
西
支
社

長
、
田
嶋
町
長
ら
が
出
席
。
式
典
で
は

串
本
町
で
製
作
し
た
記
念
の
プ
レ
ー

ト
が
ア
ル
デ
ミ
ル
大
阪
支
社
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
は
、

K
U
S
H
I
M
O
T
O
号
の
機
内
に

設
置
さ
れ
、
今
後
多
く
の
利
用
者
に
見

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
同
機
は
、
今
後
関
西
と
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
間
を
中
心
に
世
界
中
に
就
航

さ
れ
る
予
定
で
、
串
本
の
名
前
が
世
界

中
に
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

串
本
の
名
前
が
世
界
に

タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

K
U
S
H
I
M
O
T
O
号
が
お
披
露
目

①成田空港に到着した
KUSHIMOTO号の前で
記念撮影が行われまし
た。②バシュトゥルク副
社長に JA紀南串本花卉
部会が育てた「トルコギ
キョウ」の花束を手渡す
田嶋町長。③バシュトゥ
ルク副社長から田嶋町長
にKUSHIMOTO号の模
型が手渡されました。

1

23

④記念のプレート⑤プレートをアル
デミル大阪支社長に手渡す田嶋町長。
⑥就航を記念したテープカット。

4
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町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

　 11
月
15
日
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
ま
つ
り
の
会
場
と
な
っ
た
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
、田
嶋
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
12
月
か
ら
平
成
６
年
６
月

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
10
年
６
ヶ
月
間
の

長
き
に
わ
た
り
旧
古
座
町
教
育
委
員
を

務
め
ら
れ
、
郷
土
史
や
自
然
環
境
に
係

る
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
、
串
本
町
の

教
育
文
化
等
の
向
上
に
大
き
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

宮み
や
も
と本

　 學ま
な
ぶさ
ん
（
90
歳
）

平
成
15
年
か
ら
串
本
節
保
存
会
に
所
属

し
、
串
本
節
・
串
本
節
踊
り
の
保
存
・

伝
承
に
尽
力
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
公

演
や
小
学
生
へ
の
串
本
節
指
導
な
ど
を

行
う
同
会
の
活
動
の
中
で
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
地
域
文
化
の
伝
承
と
創
造

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平ひ
ら
ま
つ松

　 節せ
つ
こ子

さ
ん
（
76
歳
）

【
教
育
功
労
】

表
彰
式
後
の
記
念
撮
影
。

右
か
ら
宮
本
さ
ん
、田
嶋
町
長
、平
松
さ
ん
。

【
文
化
功
労
】

町
民
表
彰

串
本
町
・
古
座
町

合
併
10
周
年
表
彰

表
彰
式
後
の
記
念
撮
影
。

右
か
ら
佐
藤
さ
ん
、
山
鹿
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
堀
さ
ん
、

田
嶋
町
長
、
西
田
さ
ん
、
林
さ
ん
、
浦
河
さ
ん
。

鈴す
ず
き木

　 一か
ず
よ
し好

さ
ん

山や
ま
が鹿

　 史し
こ
う行
さ
ん

西に
し
だ田

　 新し
ん

　 さ
ん

林は
や
し

　
　 一か

づ
あ
き晶

さ
ん

堀ほ
り

　
　 登と

せ世
さ
ん

浦う
ら
か
わ河

　 善よ
し
み美

さ
ん

佐さ
と
う藤

　 優ま
さ
る

　 さ
ん

加か
と
う藤

　 國く
に
じ司
さ
ん

冨と
ん
だ田

　 稔み
の
る

　 さ
ん

　
平
成
27
年
は
、
西
牟
婁

郡
串
本
町
と
東
牟
婁
郡
古

座
町
が
合
併
し
、
東
牟
婁

郡
串
本
町
が
発
足
し
て
10

年
を
迎
え
た
節
目
の
年
。

　
合
併
の
際
、
串
本
町
古

座
町
合
併
協
議
会
委
員
と

し
て
二
町
合
併
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
表
彰
お
よ
び
串
本
町
・
古
座
町
合
併
10
周
年
表
彰
式
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多
年
に
わ
た
り
民
主
政
治
の
確
立
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
、
選
挙
の
啓
発
運
動

に
て
い
身
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
、
総

務
大
臣
感
謝
状
が
、
串
本
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
の
関
戸
一
嘉
（
79
歳
・

田
原
）
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
戸
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
現
在

ま
で
の
14
年
に
わ
た
り
串
本
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
平

成
25
年
６
月
か
ら
は
串
本
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理
執
行
お
よ

び
選
挙
の
啓
発
事
務
に
従
事
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

関せき
ど戸
一かず
よ
し
嘉
さ
ん
が
受
章感謝状を受け取った関戸一嘉さん。

自
分
を
大
事
に
し
て

　
12
月
８
日
、
落
語
家
の
露
の
団
姫
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
人
権
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
ま
ず
落
語
が
披
露
さ

れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
後
、

「
頑
張
れ
！
あ
な
た
は
宝
物
！
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
露
の
団
姫
さ
ん
本
人
の
体
験
を
面
白

く
話
さ
れ
る
中
で
「
自
分
の
こ
と
を
大

切
に
、
そ
し
て
目
の
前
に
い
る
人
を
大

切
に
す
る
。
み
ん
な
違
っ
て
当
た
り
前

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
。」
と
来
場
者
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

露つ
ゆ

の
団ま
る
こ姫
さ
ん
が
人
権
講
演
会講演を行う露の団姫さん。

す
さ
み
串
本
道
路
の
早
期
建
設
を
祈
願
し
て

す
さ
み
串
本
道
路
事
業
着
手
式

①串本町文化セ
ンターで行われ
た杭打式。②祝
辞を述べる二階
議員。③祝辞を
述べる鶴保議員。
④期待の言葉を
話す髙井会長。

を
早
く
建
設
す
る
た
め
に
み
ん
な
が
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
高
速

道
路
は
も
う
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
話
し
、
鶴
保
議
員
は
「
高
速
道
路
の

完
成
ま
で
あ
と
少
し
で
す
が
、
今
回
の

杭
打
式
が
決
起
集
会
に
な
る
よ
う
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
地
域
を
代
表
し
て
み
ん
な
の
高
速
道

路
建
設
促
進
串
本
協
議
会
の
髙
井
英
二

会
長
は
、
防
災
と
産
業
振
興
に
つ
い
て

期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
万
歳
三
唱
や
餅
つ
き
、
餅

ま
き
が
行
わ
れ
杭
打
式
を
祝
い
ま
し
た
。

1

　
す
さ
み
串
本
道
路
（
全
長
19
・
２

㌔
）
の
事
業
着
手
式
が
12
月
12
日
、
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
二
階

俊
博
衆
議
院
議
員
、
鶴
保
庸
介
参
議
院

議
員
、
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
、
前

芝
雅
嗣
県
議
会
議
長
、
寺
町
忠
町
議
会

議
長
、
田
嶋
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
、

道
路
の
早
期
建
設
を
願
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
、
二
階
議
員
は
「
高
速
道
路

2

3

4
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活
気
あ
る
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

第
11
回
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
ま
つ
り

地
場
産
業
に
も
っ
と
活
力
を
！

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座

①賑わいをみせる会場の様子。②上手にでき
たヨーヨー釣り。③④上野山保育園の子ども
たちによる合唱とダンス。⑤もちまきの様子。

　
11
月
15
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、

串
本
町
立
体
育
館
を
会
場
に
「
第
11
回

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
文
化
・
教
育
・
福
祉
・

健
康
・
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
々
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
、
串
本
町
役
場
古
座
分
庁

舎
に
お
い
て「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
古
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
魚
の
す
り
身
や
野
菜
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
古
座
ち
ゃ
ん
鍋
」

の
振
る
舞
い
や
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
農
産
物
や
干
物
な
ど
地

元
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
音
楽
バ
ン
ド
に
よ
る

演
奏
や
、
上
野
山
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
合
唱
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
福
引
抽
選
会
や
も
ち
ま
き
も

行
わ
れ
、
会
場
は
地
元
特
産
品
を
買
い

求
め
る
人
や
催
し
に
参
加
す
る
来
場
者

に
よ
っ
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

1

　
ま
た
、
俳
優
の
大
村
崑
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
演

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
高
齢
社
会
に
お
け
る
幸
福
論
』
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
大
村
さ
ん
は
自

身
の
体
験
談
な
ど
を
お
も
し
ろ
お
か
し

く
紹
介
し
、「
笑
顔
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①新宮高校の協力で行わ
れたペーパーファッショ
ンショー。②③ちびっこ
広場の様子。④子どもた
ちがダンスを披露。⑤講
演を行う大村崑さん。

23

4

5

12

3

4

5
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平
成
27
年

　
第
４
回
定
例
会

　
平
成
27
年
串
本
町
議
会
第
４
回
定
例

会
は
、
12
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
12
月
21
日
ま
で
の
13
日
間
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
後
、
田
嶋
町
長

よ
り
、
諸
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
諸
議

案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
学
校
・
大
島
・
須
江
・
樫
野
地
区
合

同
防
災
訓
練
並
び
に
11
月
７
日
に
実
施

し
ま
し
た
４
県
共
同
津
波
避
難
訓
練
兼

串
本
町
津
波
避
難
訓
練
に
お
き
ま
し

て
は
、
両
日
の
訓
練
を
合
わ
せ
て
２
，

４
１
６
人
と
大
変
多
く
の
住
民
の
方
々

並
び
に
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
７
日
の
訓
練

時
に
は
串
本
・
古
座
川
官
公
署
等
連
絡

協
議
会
に
よ
る
初
の
地
震
津
波
避
難
訓

練
も
実
施
さ
れ
、
官
公
署
間
の
連
携
に

よ
る
救
出
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
10
月
１
日
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
10
月

の
利
用
者
数
は
、
１
万
74
人
で
、
利
用

料
収
入
は
１
７
０
万
６
，
３
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。
平
均
乗
車
率
は
、
25
．

１
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
者
数
を
月
４
，
１
０
０
人
、
利

用
料
を
83
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
利
用
者
数
、
利
用
料
収
入
と
も

見
込
み
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
便
利

な
交
通
手
段
と
す
る
た
め
、
運
行
開
始

か
ら
１
年
間
は
試
行
運
転
期
間
と
し
、

来
年
度
の
早
い
時
期
に
再
度
地
域
の
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
必
要
が
あ
れ
ば

内
容
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ま
に

利
用
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様

に
喜
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

 

■
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」

　
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」
が
12
月
５

日
よ
り
全
国
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
公
開
に
先
駆
け
、
一
人
で
も
多

く
の
串
本
町
民
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
子

ど
も
達
に
両
国
友
好
の
礎
と
な
っ
た
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
海
難
事
故
で
の
先
人

の
偉
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
特
別
先
行
上
映

会
と
し
て
一
般
上
映
を
４
回
、
学
校
鑑

賞
を
３
回
の
、
計
７
回
上
映
を
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
上
映
で
３
，
４
１
４
人

の
皆
さ
ま
に
来
場
を
い
た
だ
き
、
町
民

の
皆
様
の
関
心
の
高
さ
と
期
待
の
大
き

さ
を
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
鑑
賞
と
し
て
、
串
本
町

諸
報
告
（
要
旨
）

 

■
職
員
採
用

　
一
般
事
務
職
、
消
防
職
、
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
の
募
集
を
行
い
、
第
一
次

試
験
、
第
二
次
試
験
を
実
施
し
、
一
般

事
務
職
７
名
、
消
防
職
６
名
、
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
１
名
の
合
格
を
決
定
し
ま

し
た
が
、
一
般
事
務
職
合
格
者
２
名
か

ら
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
年
明

け
に
保
健
師
１
名
と
併
せ
て
一
般
事
務

職
２
名
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

 

■
防
災
訓
練

　
10
月
31
日
に
実
施
し
ま
し
た
大
島
小 諸報告を述べる田嶋町長
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今
後
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給

食
を
児
童
生
徒
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
が
確

保
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 

■
国
体

　
東
日
本
復
興
支
援
２
０
１
５
紀
の
国

わ
か
や
ま
国
体
「
第
70
回
国
民
体
育
大

会
」
は
10
月
６
日
に
和
歌
山
市
の
紀
三

井
寺
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
き
ま
し
て

閉
会
式
が
開
催
さ
れ
、
全
て
の
競
技
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
串
本
町
で
は
高
等
学
校
野
球
競
技

（
軟
式
）、
サ
ッ
カ
ー
競
技
（
女
子
）、

及
び
古
座
川
町
の
小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
校
３
年
生
の
児
童
生
徒
、
串
本
古

座
高
校
の
生
徒
に
鑑
賞
い
た
だ
き
、
小

中
学
校
の
上
映
で
は
最
後
に
拍
手
が
わ

き
上
が
り
、
涙
す
る
生
徒
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」
の
公
開
で

国
内
外
の
皆
さ
ま
に
、
当
町
の
史
実
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
、
先
人
の
「
真
心
」
を
町
民
一
丸

と
な
っ
て
後
世
に
語
り
継
い
で
ま
い
り

ま
す
。

 

■
観
光
関
係
施
設
の
状
況

　
紀
勢
自
動
車
道
（
南
紀
白
浜
Ｉ
Ｃ
〜

す
さ
み
南
Ｉ
Ｃ
間
）、
那
智
勝
浦
新
宮

道
路
（
那
智
勝
浦
Ｉ
Ｃ
〜
市
屋
間
）
が

開
通
し
た
影
響
に
よ
り
、
こ
の
効
果
が

顕
著
に
現
れ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
道
の
駅
く
し
も
と
橋
杭
岩
の
９
・
10

月
の
売
り
上
げ
は
、
前
年
比
１
６
１
％

の
伸
び
で
、
４
月
か
ら
10
月
の
合
計
で

も
、
前
年
比
１
３
８
％
の
伸
び
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
串
本
海
中
公
園
セ
ン

タ
ー
の
９
・
10
月
の
入
場
者
数
は
、
前

年
比
１
５
７
％
の
伸
び
で
、
潮
岬
観
光

タ
ワ
ー
も
好
調
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
宿
泊

者
数
も
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
は
、

１
０
８
％
程
の
伸
び
で
し
た
が
、９
月
・

10
月
に
絞
る
と
、
１
２
０
％
の
伸
び
と

聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
映
画
全
国
公
開
の
効
果
も
合
わ
せ
て
、

串
本
町
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
私
た
ち
の
町
は
、

近
年
に
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
る
で
あ
ろ

う
と
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
決
し
て
一
過
性
な
も
の
に

す
る
こ
と
な
く
、
一
度
来
ら
れ
た
方
が
、

二
度
三
度
と
来
た
く
な
る
よ
う
な
、
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
を
、
関
係
機
関
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
早
急
に
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

■
学
校
給
食

　
西
の
岡
に
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
「
串
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が

11
月
末
に
完
成
し
、現
在
、新
セ
ン
タ
ー

で
の
給
食
開
始
に
向
け
て
準
備
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
児
童
生
徒
お
よ
び

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
待
望
の
給
食
が

本
年
度
中
に
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
成

年
男
子
）
の
３
競
技
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
期
間
中
に
は
選
手
役
員
を
は

じ
め
延
べ
２
，
７
９
６
人
の
参
加
と
１
，

９
４
８
人
の
宿
泊
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
会
場
の
「
サ
ン
・
ナ
ン

タ
ン
ラ
ン
ド
」
で
は
町
内
外
か
ら
多
く

の
皆
さ
ま
が
ご
来
場
さ
れ
、
参
加
す
る

選
手
へ
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
の

ぼ
り
旗
、
花
の
育
成
や
飾
花
な
ど
多
く

の
町
民
の
皆
様
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

わ
か
や
ま
国
体
串
本
町
の
開
催
競
技
は

成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成２７年 第４回定例会

西の岡に建設された学校給食センター

ラグビー競技で３位に入賞した和歌山選抜チーム
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「
申
年
」
生
ま
れ
の
年
男
年
女
さ
ん
か
ら
の

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
!!

◎年男年女さんに
　目標を伺いました

柳
やなぎだに

谷　侑
ゆ う あ

亜さん（サンゴ台）
◎ 今年はたくさん頑張りたいことがありま
す。勉強はもちろん、スポーツも。特に３
年生から頑張っているバレーボール。何事
にも努力し、良い年にしたいです。家族が
健康でありますように。

尾
お ざ き

﨑　隆
たかゆき

之さん（串本）
◎ ２年前に大きな病気にかかりましたが、知
り合いの皆さんのおかげで完治しました。
今年も健康に留意して過ごしていきたいと
思います。

川
かわしま

嶋　七
しちろう

郎さん（西向）
◎ 趣味のグラウンドゴルフが続けられるよ
う、健康に気を付けながら、１年を過ごし
ていきたいと思います。

広報くしもと　2016 年 1月号 12

田
たなか

中　真
ま り こ

理子さん（神野川）
◎ 一年間笑って、そして家族が健康で過ごせ
るような年にしたいです。あと、少し体力
もつけたいと思います。

堀
ほり

　真
ま な や

奈也さん（潮岬）
◎ 日々、家族への感謝と家族を大切にするこ
とを忘れず、健康に気を付けて一年を過ご
していきたいです。

宇
う い

井　晋
しんすけ

介さん（高富）
◎ 観光業に携わって35年になります。これ
からも、串本の素晴らしい自然の魅力を色
んな形で、多くの人に知ってもらえるよう
に頑張っていきたいと思います。

浅
あさかわ

川　すま子
こ

さん（西向）
◎ 2020年の東京オリンピックを見に行くこ
と。そして、12年後にまたこの取材を受
けられることを目標に、1日1日を大切に
し、元気に過ごしていきたいと思います。
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 News
　福祉課からのお知らせ

学童保育所開設のお知らせ

◇お問い合わせ先　串本町役場福祉課　℡０７３５－６２－０５６２

　串本町では、この度、新たに学童保育所を開設し、平成２８年４月１日から
運営を開始することになりました。

◇新学童保育所の名称、所在地、電話番号、定員など
学童保育所名 場所 電話 定員 通所学童保育所
錦富学童
保育所 旧錦富小学校内 4月中に

契約予定 ４０名 串本西小学校児童・橋杭小学校児童
　および大島小学校児童(１年生から6年生まで )

※入所希望児童が多数の場合は必要性が高い児童を優先します。

　平成２８年１月４日（月）～平成２８年１月２９日（金）まで　【期間厳守】◇入所申込期間
◇保育料

学童保育料 月額

4,000円 毎月学童保育所で徴収いたします。
2,000円 ２人目は半額で徴収いたします。

無料
生活保護世帯、町民税非課税世帯および均等割のみ課税世帯は全額免除。
３人目以降全額免除（同学童へ兄弟・姉妹が入所している場合）。

※保育料を正当な理由なく 3ヶ月以上滞納されますと、退所していただくことになります。

◇開設日時　平成２８年４月１日より開設
開設日 開設時間 備考

月曜日から
金曜日まで 下校時から午後7時まで 保護者の迎えが

必要です

土曜日 午前8時～午後7時
（申込みが必要です。学童保育所にお申し出ください。）

保護者の送迎が
必要です

春休み・夏休み
・冬休み 午前8時～午後7時 保護者の送迎が

必要です

※長期休暇のみの入所受付は原則行っておりません。希望する場合は、福祉課までご相談ください。

◇交通手段
【錦富学童保育所までの交通手段】平日の場合（平成２８年４月８日入学式より）
★橋杭小学校および大島小学校児童で錦富学童保育所へ通所する児童は、スクールバス（大島小用）
　に乗車し通所となります。帰りは保護者の方による迎えをお願いします。
★串本西小学校児童で錦富学童保育所へ通所する児童は、スクールバス（串本西小用）に乗車し通
　所となります。帰りは保護者の方による迎えをお願いします。
◎土曜日および夏休み等の長期休暇につきましては、保護者による送迎が必要となります。

◇錦富学童保育所を休まれる場合 当日の正午までに学童保育所までご連絡をお願いします。
＜連絡先＞錦富学童保育所　℡０７３５－６２－６４６６

◇ご注意ください 休所が全月に及ぶ場合についても、その月の学童保育料を徴収いたします。
※児童が病気や特別な事情などのやむを得ない理由により、長期にわたって休む場合は、速やか
　に学童保育所または串本町役場福祉課に連絡のうえ、所定の手続きをお願いします。

（串本学童保育所）
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　住民課からのお知らせ

マイナンバー制度について

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

◎個人番号通知カードを受取っていない方は早急にご来庁ください。
　郵便局から返戻された通知カードは平成２８年３月末頃まで役場 (古座管内は古座庁舎、串本管
内は串本庁舎 ) で保管します。必要書類のご案内をしますので一度役場へご連絡ください。

 News

◎個人番号カードを申請した方へ
　今月以降申請したカードが役場へ届き始めますので
受取りの案内を送付します。案内の到着を待ってか
ら、指定された期間中に指定の庁舎へお越しください。
カード受取りまでの流れは次のとおりです。

◎個人番号カードの受取りは原則本人のみとなっています。
◎１５歳未満の方のみで受取りに来庁されても交付できません。法定代理人(親権者)
　の同行が必要です。
◎病気、身体の障害その他やむを得ない理由によって、どうしても本人が窓口に来庁
　できないときは代理人にカードの受取りを委任することが出来ますが、ご本人の顔
　写真付本人確認書類（必須）などの書類が多数必要になります。
　また、委任の形式によっても必要な書類が異なりますので、通知書が届き、代理で
　受取りに来る場合は、お手数ですが一度住民課までご連絡をお願いします。

注

　 意

《マイナンバー制度全般のご相談はこちら》
　マイナンバー総合フリーダイヤル　０１２０－９５－０１７８　
　平日　午前９時３０分～午後１０時　
　土日祝日（年末年始を除く）　午前９時３０分～午後５時３０分　
　※一部ＩＰ電話等でつながらない場合は
　◎通知カード、個人番号カードについては、０５０－３８１８－１２５０
　◎その他のお問合わせについては、０５０－３８１６－９４０５
《マイナンバーが含まれる個人情報（特定個人情報）の取扱に関する苦情はこちら》
　特定個人情報保護委員会　苦情あっせん相談窓口　０３－６４４１－３４５２　
　※平日　午前９時３０分～正午、午後１時～午後５時３０分

本人がカードを受取に来る際、必要なもの
□送付された通知書
□通知カード
□住民基本台帳カード（持っている方のみ）
□本人確認書類（通知書に詳細を記載）

いつ、どこの庁舎へ何を持って受取りに来

てほしいか等が通知書に書いています。

案内のとおり、指定期間内に指定の庁舎へ

お越しください。

役場で本人確認後、パスワード入力をして

受渡しを行います。

①役場から受取案内通知が届く

②役場へ受取りに行く

③カード受取り完了
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 News
　串本町教育委員会からのお知らせ

串本町臨時職員の募集について
　串本町では、学校用務員と文化センター管理人を次のとおり募集します。　

◇募集人員
　学校用務員１名、文化センター管理人２名
◇勤務地
　学校用務員・・・町内小学校または中学校
　文化センター管理人・・・串本町文化センター
◇勤務日
　学校用務員・・・月～金曜日（祝日、休日を除く）
　文化センター管理人・・・週３日～４日程度

（休館日・月曜日）
◇雇用期間
　平成２８年４月１日～平成２８年９月３０日
◇賃金等　
　串本町の規則のとおり
◇選考方法
　面接による選考

◇応募資格
　満６５歳未満の方
　（平成２８年４月１日現在）
◇応募関係
①提出書類
　履歴書（１通）
②提出期限
　平成２８年１月２２日（金）午後５時まで
◇提出およびお問い合せ先
　串本町教育委員会教育課
①串本町西向３５９番地　古座分庁舎２階　　
　℡０７３５－７２－００１７
②串本町串本２４２７番地
　串本町文化センター１階
　℡０７３５－６２－０００６

　水道課からのお知らせ

◇事前に届出が必要な場合　
①転入や転居で水道を新たに使用する（開栓）
※引越し時に水が出ていても必ず届出を提出し
てください。届出がないまま水道を使用する
と５倍の金額に相当する科料を科することも
ありますのでご注意ください。
②転出や転居で水道を使わなくなった（閉栓）
※届出がないと、引越しや転居後も水道料金が
かかり続けることになります。
③水道使用者の名義が変わった（名義変更）
※届出がないと、今までの契約者の方のお名前
で水道料金を請求することになりますので必
ず届出を提出してください。
④水道に関する通知書の送付先住所を変更する
　とき

水道の各種手続きについて
◇届出用紙の配布と提出について
【配布先】
　串本町役場本庁舎窓口、古座分庁舎水道課、
　串本町ホームページ
【提出先】（町外の方は郵送も可、FAXは不可）
　串本町役場本庁舎窓口、古座分庁舎水道課
※届出書には認印が必要となりますので、忘れ
　ずお持ちください。
☆水道の各種手続きの届出の受付および閉開栓
　業務については、平日のみとなります。届出
　の際は、数日前までに申請くださいますよう
　お願いいたします。
◇お問い合わせ先
　串本町役場水道課
　℡０７３５－７２－００８２
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　串本町観光協会からのお知らせ

本州最南端の火祭り
◇日時   
　平成２８年１月３０日（土）
　午後１時～午後６時３０分
　※雨天の場合は２月６日 (土 ) に延期
◇場所　
　潮岬望楼の芝
◇お問い合わせ先
　串本町観光協会
　℡０７３５－６２－３１７１
　http://www.kankou-kushimoto.jp/

◇プログラム   
　午後 1時～　町内の物産販売
　午後４時３０分～
　◎しょらさん鍋の振る舞い
　◎串本節保存会、串本町トルコ文化協会、
　　潮岬節保存会による公演
　午後５時～　芋餅販売
　午後５時２０分～　式典、挨拶、餅まき
　午後５時３０分～
　◎火矢射式、花火、芝点火

　総務課からのお知らせ

　串本町では、平成２７年度串本町職員採用試験を実施します。

串本町職員採用試験のご案内

◇募集職種および受験資格
①一般事務職　２人程度
　昭和６０年４月２日以降に生まれた人
②保健師　　　１人程度
　昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保
健師免許を有する人または平成２８年３月３１
日までに実施の国家試験により保健師免許を取
得見込みの人。
◇試験日時
　第一次試験　平成２８年１月２４日 (日 )
　第二次試験　2月中旬～下旬
　※申込者が少数の場合は第一次試験と同日に　
　　実施します。
　※試験会場は、受験申込者にお知らせします。
◇受付期間
　平成２８年１月７日 (木 ) まで
　午前８時３０分～午後５時まで
　※土曜日、日曜日、祝日を除く。
◇提出書類
(1) 受験申込書 (町指定用紙 )

(2) 返信用封筒 ( 長形
３号の封筒に住所およ
び氏名を記入し８２円
切手を貼付してください。)
【受験申込書配布先】
　串本町役場総務課、　串本町ホームページ
◇提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接提
出してください。
　郵送の場合は必ず特定記録郵便または簡易書
留で郵送することとし、封筒の表に「職員採用
試験申込」と朱書きし、「〒６４９－３５９２　
和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００番地　串
本町役場総務課」あてに郵送してください。受
付期間最終日必着とします。
◇採用
　平成２８年４月１日
◇お問い合わせ先
　串本町役場総務課
　℡０７３５－６２－０５５５
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 News
　串本町教育委員会からのお知らせ

串本町大学進学等奨学金貸与制度のお知らせ
　串本町では、大学・専門学校などに進学し、奨学金の貸与を希望する人を対象に奨学生の募集を
します。

◇募集期間
　平成２８年２月１日（月）～ ２月１５日（月）
◇貸与条件
①大学・短期大学および学校教育法に定める専
　門学校に進学予定者
②学生の扶養者が串本町に住所を有し、経済的
　理由により修学が困難と認められる方
③４人家族の世帯を基準とし、その合計所得が
　３００万円以下であること。（世帯の構成員
　が 1人増えるごとに３０万円を加算）
◇奨学金の額
　月額　　　　　４０，０００円
　入学奨励金　１００，０００円（一時金）
◇奨学生の決定（３月初旬予定）
　奨学生の決定は、奨学生選考委員会の選考を
経て教育委員会が決定し、本人に通知します。
◇申込手続
①串本町奨学生願書
②出身高校長の推薦書または高等学校卒業程度
　認定試験合格証明書

③同意書 （町外に住所を有する配偶者がいる場
　合は、課税証明書を添付してください。）
　必要書類は教育委員会にてお渡ししますので、
　役場古座分庁舎または文化センターまでお越
　しください。
　（お問い合わせいただいたら郵送も可能です）
◇返還（給付ではなく貸付）
　無利子・卒業後２０年以内に返還
※給付ではありません。いわば教育ローンと同
じで返済の義務があります。また、借用書に
は保護者とは別に、生計を別にする保証人が
必要となります。（保証人は２名必要）

◇提出・お問い合わせ先
〒６４９－４１２２
串本町西向３５９番地
串本町役場古座分庁舎（２階）　
串本町教育委員会

※直接持参する場合、串本町文化センターでも
結構です。
℡０７３５－７２－００１７

　企画課からのお知らせ

コミュニティバス大島・出雲線の増便について
映画『海難１８９０』の公開にともない、当町への観光客、と

りわけ樫野地区への観光客の増加が予想されます。
地域住民の公共交通機関であるコミュニティバスを住民の方々

が利用できないことのないように期間限定で１往復増便します。
詳しくは、串本町役場企画課（℡０７３５ー６２－０５５６）

までお問い合わせください。

◇期間
平成２７年１２月１２日 (土）～
　　　　　　　　平成２８年３月３１日（木）

◇増便時刻
　くしもと町立病院　１３時１５分発
　樫野灯台口　　　　１４時１０分発

広報くしもと　2016 年 1月号 18

　住民課からのお知らせ

　今月号も前回に引き続き、国保会計の状況について、過去５年間の推移を中心に解説したいと思
います。
　数字の話が続きますが、とても大切なことですので、ぜひともご覧いただきたいと思います。

平成２７年度　国保税率を見直します（11）

 News

国保会計について

◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

　過去５年間の歳入・歳出を、性質ごとに整理し、その
推移を示したのが右のグラフです。
　グラフ①歳入を見ますと、国県の交付金が減少し、社
会保険からの補てんが急上昇していることがわかります。
　社会保険等からの補てんは、前回も紹介した「前期交
付金」が大部分を占めています。これは６５～７４歳の
加入者割合が多い場合交付されるもので、串本町の年齢
構成を考えると、近い将来、上げ止まる可能性があります。
　また、一般会計からの繰入金も平成２６年度から急上
昇しており、かつてない規模の額となっています。

医療費はどうなっているか

　グラフ②歳出を見ると、前年度の収入不足補てんが近
年上昇しており、収入不足の度合いが徐々に悪化してい
ることを表してします。
　医療費は平成２３年度以後高止まりしており、加入者
数の減少を考えると、一人あたりの医療費が増加を続け
ていることになります。
　以前に平成２５年度医療費の病気ごとの内訳を紹介し
ましたが、平成２６年度データもほぼ同じ傾向となって
おり、特に急激な変化はありませんでした。
　では何が影響して一人あたり医療費が上がっているか
考えますと、医療費の町負担率が大きくなる７０歳以上
の方の人数が大きくなっていることが主な原因と考えら
れます（グラフ③）。
　やはり元気なうち、若いうちからの健康管理が大切で
あると言えるのではないでしょうか。
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 News
　串本町選挙管理委員会からのお知らせ

選挙権年齢が満１８歳以上に引き下げられます！
　平成２７年６月１９日に公職選挙法等の一部を改正する法律が公布され、選挙権年齢が満１８歳
以上に引き下げられることになりました。

◇適用時期などについて
　法律の公布から１年後の平成２８年６月１９
日以降に公示される国政選挙等から適用され、
現時点では平成２８年夏に予定されている参議
院議員通常選挙から満１８歳以上の方が投票で
きる見込みです。（地方選挙等については、国
政選挙の公示日以後に告示される選挙から適
用）
◇在外選挙人名簿の登録申請について
　仕事や留学などで外国に居住している方のた
めに、外国で国政選挙に投票できる「在外選挙
制度」があります。
　この制度を利用するためには、在外選挙人名
簿への登録申請を行い、名簿に登録される必要
があります。

　在外選挙人名簿の登録申請は、申請時点で年
齢が満１８歳未満でも、平成２８年６月１９日
時点で満１８歳以上であれば、行うことができ
ます。
　詳しくは、外務省のホームページをご覧くだ
さい。
◇選挙権年齢の引き下げに関する情報について
　選挙権年齢の引き下げに関する詳しい情報は、
総務省のホームページをご覧ください。
◇お問い合わせ先
　〒６４９－３５９２
　和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００
　串本町選挙管理委員会（役場総務課内）
　℡０７３５－６２－０５５５　
　　０７３５－６２－４９７７

　自衛隊新宮地域事務所からのお知らせ

　防衛省では、自衛官等の募集を行っております。受験種目、応募資格等は次のとおりです。
　詳しくは自衛隊新宮地域事務所（℡０７３５－２１－３４４９）までお問い合わせください。

自衛官等募集案内について

受験種目 応募資格 受付期間 試験日 試験会場

予備自衛官補

一般 １８歳以上３４歳未満の者

平成２８年１月８日
～４月８日

平成２８年４月１５日～１９日
（内１日指定）

受付時に説明
技能

１８歳以上で国家免許資格等を有
する者（資格により５３歳～ 55
歳未満の者）

幹部候補生 一般

２２歳以上２６歳未満の者（２０歳
以上２２歳未満の者は大卒（見込
含））、修士課程修了者等（見込含）
は２８歳未満

平成２８年３月１日
～５月６日

（一般）
１次　平成２８年５月１４日

（飛行要員）
1次　平成２８年５月１５日

受付時に説明
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保健センターだより

※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

1月の行事カレンダー

※各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。

実施日 内容
1月 8日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

1月 9日（土） 就園児親子教室おひさまくらぶ

1月14日（木） 1歳8ヶ月児健診

1月19日（火） かるがもひろば

1月20日（水） マタニティ教室（前期）

1月21日（木） １０ヶ月児健診

1月22日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

1月25日（月） 離乳食教室

1月28日（木） 4ヶ月児健診

母子関係事業 成人関係事業

実施日 内容（場所）

1月19日（火）
健康相談（保健センター）

13:30～ 15:00

1月21日（木）

献血（古座分庁舎）

13:15～ 16:00

※ライオンズクラブ協賛

1月30日（土）

骨粗しょう症予防教室（保健センター）

9:30～ 12:00

対象　40歳～50歳代の女性　50名 

離乳食教室を開催します

　栄養士と一緒に調理実習をしながら、離
乳食の悩みをお聞きします。
　１歳未満のお子さんがおられる保護者な
らどなたでも参加できます。

新成人の皆さまへ

　冬期は献血者が減少し、安全な血液製剤
の確保が難しくなります。
　新たに成人を迎える「はたち」の皆さん
もぜひ、献血にご協力くださいますようお
願いいたします。

～「はたちの献血」キャンペーン
を実施しています～

　保健センターでは、あかちゃん広場「かるがもひろば」を開催して
います。りぼんと串本保育所支援担当保育士が、ふれあい遊びや子守
歌の紹介などを行っています。子育ての相談も出来ますのでお気軽にご参加ください。

かるがもひろばに遊びに来ませんか？

◇日時　　平成２８年１月１９日（火）
　　　　　午前１０時～午前１１時３０分
◇場所　　串本町保健センター
◇対象　　７ヶ月～１歳６ヶ月頃の子どもと保護者
◇持ち物　お茶・オムツ・タオル

平成２８年１月２５日（月）
午後１時３０分～（文化センター）

※参加希望が１０名を超えた場合は初回参加者を

　優先いたします。
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場　　所 日　　時

古座分庁舎りぼん
５日､７日､１２日､１４日､１８日､２１日､
２６日、２８日（９時～１２時･１３時～１６時）

串本町文化センター １３日（９時～１２時）

１月の子育て相談日程

高血圧について④
管理栄養士のおはなし⑨

高血圧の診断基準（７５歳未満の場合）

日本で一番多い生活習慣病である高血圧。今月号では、高血圧の診断基準と
上下の血圧の差に潜む危険性について説明します。

◇お問い合わせ先 　
〒６４９ー４１９２   串本町西向３５９　古座分庁舎内　℡０７３５ー６７ー７０１０

国が実施した健康調査によると、高血圧の推
定患者数は約４３００万人であり、男性は５０
歳以上、女性では６０歳以上で、高血圧の人の
割合が６割を超えています。
しかし、約３４００万人は、未だ診察を受け

ていません。

トリプルP（Positive Parenting Program）　参加者募集

トリプルＰは世界３０か国以上で実施されて
いる親向けの参加体験型の学習プログラムです。
それぞれの親子に合わせた方法で親子の関わ

り方や考え方、具体的なスキルを学びます。
興味のある方は、ぜひご参加ください。

◇日時 　平成２８年１月２０日～３月２日の
　　　　毎週水曜日
　　　　午前９時３０分～午前１１時３０分

（２月１７日と２月２４日は電話相談）

◇場所　　串本町保健センター
◇対象　　子育てをされている方　定員 10名

（原則全日程に参加していただける方）

◇講師　　トリプルＰ認定ファシリテーター
◇参加費　無料
◇託児　　あり（先着１２名まで）
◇申込　　子育て支援室「りぼん」
◇申し込み締め切り
　　　　　平成２８年１月１２日（火）

90
85

135 140

140
90

135
85

(mmHg)

(mmHg)

上下の差が小さいと動脈硬化の危険？！
　血圧の上と下の差は、いわば血管の柔軟
性を示す指標です。動脈硬化が進行すると
下の血圧が上がり、上下の血圧差が小さく
なります。

上下の差が大きいと大動脈瘤の危険？！
　心臓近くの大動脈が硬くなると、下の血
圧が下がり、上下差が拡大します。高血圧
の人で６０以上の差がある方は、大動脈瘤
ができやすい可能性があります。
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１１月受付分　敬称略）
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ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

宝くじの普及広報事業
　財団法人自治総合センターが宝くじの広報活
動として行っている「コミュニティ助成事業」
の助成金で、文化の継承を通じて地域のつなが
りを深めていく行事として、有田祭り保存会の
祭用具（獅子頭、覆、衣装など）が新調されま
した。
　この事業は市町
村やコミュニティ
組織または組織の
連合体が行うコ
ミュニティ活動に
必要な施設や設備
の整備に関する事
業に対して、支援
するものです。

串本町民生委員・
児童委員協議会が表彰
　平成２７年１０月に富山県にて第８４回全国
民生委員児童委員大会が開催されました。
　本大会に和歌山県代表として串本町民生委員
児童委員協議会が参加し、社会福祉に関する活

動が特に優秀と
のことで全国民
生委員児童委員
連合会から表彰
され、同協議会
の山崎巖会長が
授与式に出席さ
れました。

表彰盾を掲げる山崎巖会長
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７
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▼
お
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立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成27年11月末現在（前月比）
17,350人（－   9）
8,113人（－   2）
9,237人（－   7）
8,909世帯（－   4）

火災件数（1月からの累計）
建物
林野
その他
合計

3件
0件
1件
4件

救急件数（1月からの累計）
交通
急病
その他
合計

77件
847件
306件
1230件

連絡先
串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文 化 セ ン タ ー
串 本 町 図 書 館
保 健 セ ン タ ー

℡62‐0555
℡ 72‐0081
℡ 62‐7111
℡ 72‐0017
℡ 62‐0006
℡ 62‐4653
℡ 62‐6206

町内放送案内（放送内容が聞けます）
0120‐928‐649（フリーダイヤル）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

お持ち帰り・お弁当できます
配達はご相談ください

　串本婦人会より、第１１回串本町民大運動
会チャリティーバザーでの収益金の一部を町
内の社会福祉団体に寄付していただきました。
　ご厚意に深く感謝申し上げます。

町内の社会福祉団体へ
寄付をいただきました
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冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

 

相
談

▼
弁
護
士
法
律
相
談
お
よ
び
人
権
相
談

　
※
弁
護
士
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　
予
約
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

　
　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
２
７
５
７

　
１
月
７
日
（
木
）

　
　
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
人
権
行
政
相
談

　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
会
場

　
須
江
漁
民
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
行
政
相
談

　
１
月
14
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
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大
ヒ
ッ
ト
公
開
中

１
２
５
年
の
時
を
経
て
、

今
初
め
て
明
か
さ
れ
る〈
真
実
〉の
物
語
。
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